
９
月
に
入
り
、
各
分
会
で
拡
大

出
陣
式
を
行
い
、
拡
大
行
動
を
始

め
て
１
ヵ
月
が
過
ぎ
、残
り
半
月
。

拡
大
月
間
も
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
に

入
り
ま
し
た
。

現
在
の
拡
大
数
は
左
表
の
と
お

り
で
す
。
各
分
会
と
も
１
月
１
日

人
員
を
大
き
く
下
回
り
、
拡
大
数

も
伸
び
悩
む
中
で
、
本
田
分
会
・

幸
田
分
会
は
、
組
織
人
員
を
確
実

に
増
や
し
、
年
間
実
増
拡
大
に
向

け
て
成
功
し
て
い
ま
す
。

５
分
会
が
節
目
標
達
成

本
田
・
立
石
は
超
過
中

ま
た
、
こ
の
月
間
の
４０
％
到
達

（
９
月
末
）
の
分
会
は
、
本
田
・

立
石
・
二
葉
・
西
亀
有
①
・
細
田

の
５
分
会
で
、
拡
大
目
標
達
成
に

向
け
て
着
実
に
前
進
を
続
け
て
い

ま
す
。
他
の
分
会
も
節
目
標
を
追

い
か
け
て
、
拡
大
目
標
・
年
間
実

増
達
成
に
向
け
、
仲
間
増
や
し
の

取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

困
難
な
状
況

今
こ
そ
拡
大
に
力
を

皆
さ
ん
の
協
力
で
集
め
た
５
月

の
賃
金
実
態
調
査
。
大
き
く
下
が

っ
て
い
る
現
状
が
判
明
し
ま
し
た

○
職
人
の
賃
金
…
前
年
比
マ
イ
ナ

ス
５
５
９
円（
１
万
５
５
７
７
円
）

○
職
人
の
手
間
請
賃
金
…
前
年
比

マ
イ
ナ
ス
５
１
４
円
（
１
万
６
１

８
０
円
）

こ
の
よ
う
な
生
活
に
直
結
す
る

賃
金
の
下
落
傾
向
。
さ
ら
に
は
、

土
建
国
保
を
め
ぐ
る
補
助
金
や
就

業
実
態
調
査
の
取
り
組
み
。

厳
し
い
状
況
下
で
こ
そ
、
今
行

っ
て
い
る
拡
大
し
、
組
織
を
増
や

す
取
り
組
み
は
、
重
要
な
も
の
と

な
り
ま
す
。
現
在
の
困
難
な
情
勢

を
押
し
返
す
た
め
に
も
組
織
の
減

少
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
の
知
り
合
い
の
未
加
入

の
建
設
業
で
働
い
て
い
る
方
を
紹

介
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
一
つ
の

行
動
が
、
組
織
を
大
き
く
す
る
第

一
歩
と
な
り
、
そ
の
一
歩
一
歩
が

大
き
な
前
進
に
な
り
ま
す
。

７
・
８
月
に
皆
さ
ん
が
取
り
組

ん
だ
土
建
国
保
を
守
る
た
め
の
厚

労
省
宛
の
要
請
ハ
ガ
キ
。
厚
労
省

は
、
８
月
３１
日
財
務
省
に
概
算
要

求
を
提
出
し
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
国
保
組
合
に
関
す
る
概
算
要

求
は
、
従
来
通
り
医
療
費
の
自
然

増
分
も
含
め
て
要
求
さ
れ
ま
し

た
。（
国
保
組
合
に
対
す
る
概
算

要
求
は
３
２
７
７
億
１
千
万
円
）

但
し
、
土
建
国
保
を
含
む
個
々
の

金
額
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
状
態

で
の
要
求
で
、
そ
の
内
訳
に
関
し

て
は
、
年
末
ま
で
の
検
討
と
。

ま
た
、
年
末
の
予
算
編
成
に
向

け
、
財
務
省
や
行
政
刷
新
会
議
に

よ
っ
て
、
概
算
要
求
総
額
自
体
が

大
き
く
減
額
さ
れ
る
可
能
性
も
あ

り
、
国
保
組
合
を
め
ぐ
る
補
助
金

の
情
勢
は
、
今
な
お
大
変
不
透
明

な
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

来
月
に
は
、
財
務
省
宛
の
要
請

ハ
ガ
キ
を
１１
・
１２
月
で
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
こ
の
財
務
省
宛
の

要
請
ハ
ガ
キ
行
動
で
、
現
行
補
助

水
準
の
維
持
を
求
め
て
、
再
度
皆

さ
ん
に
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

対
都
の
ハ
ガ
キ

１０
月
中
に
提
出
を

９
月
か
ら
土
建
国
保
を
守
る
取

り
組
み
と
し
て
、
皆
さ
ん
に
お
願

い
し
て
い
る
東
京
都
に
対
す
る
要

請
ハ
ガ
キ
も
う
書
い
て
提
出
し
ま

し
た
か
？

皆
さ
ん
の
土
建
国
保
を
守
る
取

り
組
み
で
す
。
ひ
と
り
ひ
と
り
の

要
請
を
出
す
こ
と
で
、
大
き
な
力

に
変
え
て
土
建
国
保
を
守
り
ま
し

ょ
う
。
書
い
て
い
な
い
方
は
、
要

請
ハ
ガ
キ
の
記
入
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

今
、
ち
ょ
っ
と
問

題
に
な
っ
て
い
る
中

国
政
府
と
の
問
題
。

「
尖
閣
諸
島
」
の
問

題
が
騒
が
れ
る
中
、

香
港
と
か
で
は
、
デ
モ
行
進
等
あ

っ
て
騒
が
し
い
よ
う
で
す
。
今
、

中
国
で
行
わ
れ
て
い
る
本
年
１０
月

で
終
わ
る
「
上
海
万
国
博
」、
ス

マ
ッ
プ
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催

や
、
高
校
等
の
修
学
旅
行
の
中
止

と
い
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
。

上
海
で
は
「
尖
閣
諸
島
」
の
問
題

は
ど
こ
吹
く
風
か
、
こ
こ
上
海
の

庶
民
の
方
々
だ
け
で
な
く
、
中
国

の
庶
民
そ
し
て
「
上
海
万
国
博
」

に
来
た
海
外
の
方
々
は
、「
万
博
」

で
大
忙
し
と
い
う
感
じ
で
し
た
。

前
回
の
日
本
で
行
わ
れ
た
名
古

屋
の
「
愛
地
球
博
」
の
規
模
・
広

さ
と
は
、
国
の
広
さ
も
全
然
違
う

の
で
、
い
ま
だ
に
連
日
の
混
雑

で
、
入
場
か
ら
長
蛇
の
列
。
パ
ビ

リ
オ
ン
で
も
人
気
の
会
場
で
は
２

時
間
・
３
時
間
待
ち
は
当
た
り
前

の
状
況
で
…
。

ま
た
、入
口
で
は「
ラ
イ
タ
ー
」

の
持
ち
込
み
が
禁
止
。
空
港
な
み

の
ボ
デ
ィ
ー
チ
ェ
ッ
ク
も
あ
っ
た

り
と
。
ヘ
ビ
ー
ス
モ
ー
カ
ー
で
有

名
な
中
国
人
は
「
万
国
博
会
場

内
」
で
は
、
１
日
会
場
内
に
い
て

も
全
部
は
見
切
れ
な
い
状
況
の

中
、
禁
煙
状
態
。
喫
煙
家
に
は
ち

ょ
っ
と
厳
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
会
場
内
は
禁
煙
家
に
は
良
い

環
境
か
も
…
。

上
海
は
、
街
の
中
で
も
、「
東
京

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
」
の
よ
う
に

清
潔
感
に
満
ち
て
、
道
路
に
落
ち

て
い
る
ゴ
ミ
を
天
候
に
か
か
わ
ら

ず
雨
の
日
も
拾
い
、
街
を
い
つ
も

綺
麗
な
状
態
に
保
っ
て
い
ま
す
。

素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
と
感
じ

ら
れ
る
上
海
の
一
日
で
し
た
。

東京土建一般労働組合
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今月の�飾組織現勢
２０１０年９月１日現在 ５４９２人
加 入 ５１人
転 入 ２人
脱 退 １１５人
転 出 １人

２０１０年１０月１日現在 ５４２９人

進捗状況（１０月５日付）

％

１４％

１７％

１１％

２３％

５０％

５６％

８％

１８％

３１％

４６％

４４％

２０％

８％

４５％

３１％

１５％

２０％

２２％

２２％

７％

１５％

１５％

３０％

２３％

２４％

１００８０６０４０２０
加入者

１

１

２

６

５

５

１

２

５

６

４

１

１

５

４

２

２

２

２

１

２

２

３

３

６８

目標
５％

７

６

１９

２６

１０

９

１２

１１

１６

１３

９

５

１３

１１

１３

１３

１０

９

９

１５

１３

１３

１０

１３

２８５

１月比
増減

－１２

－９

－１９

－９

４

－２１

－１５

－６

－１８

－８

－１３

－４

－１５

－３

－１５

－２

－１６

－８

－９

－１７

－２

３

－３３

－１３

－２６０

２０１０年
１０月１日付

１３３

１１４

３５７

５１２

１９９

１５８

２２２

２１４

２９９

２４７

１７１

１０３

２５０

２１９

２４３

２５１

１７９

１６７

１７４

２８４

２６４

２５８

１６５

２４６

５４２９

２０１０年
１月１日付

１４５

１２３

３７６

５２１

１９５

１７９

２３７

２２０

３１７

２５５

１８４

１０７

２６５

２２２

２５８

２５３

１９５

１７５

１８３

３０１

２６６

２５５

１９８

２５９

５６８９

新 小 岩

西新小岩

東新小岩

奥 戸

本 田

立 石

青 戸

お花茶屋

堀 切

二 葉

西亀有①

西亀有②

亀 有

細 田

高 砂

柴 又

新 宿

金 町

東 金 町

東 水 元

北 水 元

幸 田

飯 塚

そ の 他

合 計

いいよよいいよよ終終盤盤 秋秋のの拡拡大大月月間間

厳厳ししいいかかららここそそ必必要要なな拡拡大大
未未加加入入のの知知りり合合いいをを紹紹介介ししてて

１１
月月
１１
日日
比比
実実
増増
はは
２２
分分
会会

本本
田田
・・
幸幸
田田
分分
会会
がが
組組
合合
員員
をを
増増
やや
しし
てて
まま
すす

厚労省

概概
算算
要要
求求
はは
３３
２２
７７
７７
億億

補補
助助
金金
額額
いい
まま
だだ
不不
透透
明明

財財
務務
省省
宛宛
ハハ
ガガ
キキ
要要
請請
はは
１１１１
・・
１１２２
月月

秋の拡大月間到達表

秋の拡大目標・年間実増達成に向け団結の幸田分会

拡
大
と
実
増
に
向
け
好
調
の

本
田
分
会

第６５１号建 設 者２０１０年１０月１６日（１）



厚
生
年
金
の
制
度
に
つ
い
て
の

説
明
会
を
９
月
２５
日
（
土
）、
�

飾
支
部
会
館
の
３
階
大
会
議
室
で

４３
人
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
に
社
労
士
の
和
泉
さ
ん
を

招
き
、
国
民
年
金
と
厚
生
年
金
の

制
度
を
比
較
し
な
が
ら
、
保
険
料

の
違
い
や
、
給
付
の
違
い
に
つ
い

て
の
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。（
左

表
参
照
）

加
入
期
間
２５
年

６５
歳
か
ら
支
給

現
状
の
年
金
制
度
は
、
加
入
期

間
は
２５
年（
３
０
０
月
）以
上
な
い

と
、
支
給
さ
れ
な
い
制
度
と
な
っ

て
お
り
、
支
給
開
始
年
齢
は
、
原

則
６５
歳
か
ら
と
な
っ
て
い
ま
す
。

保
険
料
も
国
民
年
金
の
場
合

は
、
定
額
制
に
な
っ
て
い
る
の
に

対
し
て
、
厚
生
年
金
は
報
酬
に
応

じ
た
保
険
料
を
会
社
と
個
人
で
折

半
負
担
と
い
う
制
度
と
な
り
ま

す
。ま

た
、
給
付
は
条
件
を
満
た
し

て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
厚

生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
期
間

は
、
支
給
さ
れ
る
際
に
、
国
民
年

金
の
給
付
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

遺
族
年
金
に
も

大
き
な
違
い

ま
た
、
万
が
一
被
保
険
者
が
死

亡
し
た
時
の
支
給
内
容
は
、
国
民

年
金
が
１８
歳
未
満
の
子
が
い
る
こ

と
が
支
給
の
条
件
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
厚
生
年
金
で
は
、
生
計
を

一
つ
に
し
て
い
て
、
一
緒
に
生
活

し
て
い
れ
ば
支
給
の
対
象
と
な
る

と
こ
ろ
も
制
度
上
の
大
き
な
違
い

で
す
。

９
月
３０
日
（
水
）
首
都
圏
ア
ス

ベ
ス
ト
訴
訟
の
第
１１
回
目
の
裁
判

が
東
京
地
裁
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

裁
判
で
は
、
原
告
５
名
の
証
人
尋

問
が
行
わ
れ
、
次
回
の
第
１２
回
期

日
か
ら
は
、
被
告
の
国
側
も
反
対

尋
問
に
入
り
ま
す
。

裁
判
の
期
日
と
同
一
日
に
、
青

戸
駅
頭
で
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
救
済

を
求
め
て
署
名
活
動
を
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
、
首
都
圏
建
設
ア

ス
ベ
ス
ト
訴
訟
の
事
務
局
長
の
清

水
さ
ん
を
始
め
、
労
働
対
策
部
を

中
心
に
１５
人
。

署
名
は
２７
筆
集
ま
り
、
チ
ラ
シ

の
入
っ
た
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

１
０
０
０
個
が
、
１
時
間
足
ら
ず

で
な
く
な
り
ま
し
た
。

ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
受
け

取
っ
た
人
か
ら
は
、「
ア
ス
ベ
ス
ト

は
人
体
に
ど
の
よ
う
な
症
状
が
で

る
の
？
」
な
ど
の
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。
区
民
の
方
も
関
心
や
不
安

を
持
っ
て
お
り
、
私
達
は
全
て
の

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
の
救
済
と
、

ノ
ン
ア
ス
ベ
ス
ト
社
会
を
目
指
す

総
合
的
な
対
策
を
求
め
て
裁
判
を

闘
っ
て
い
ま
す
と
伝
え
ま
し
た
。

ア
ス
ベ
ス
ト
の
被
害
の
甚
大
さ

を
訴
え
、
被
害
者
の
救
済
と
根
絶

を
求
め
、
引
き
続
き
署
名
活
動
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

土
建
国
保
加
入
の
み
な
さ

ん
、
就
業
実
態
申
告
書
は
、
も

う
提
出
し
ま
し
た
か
？
ま
だ
の

方
は
、
至
急
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

土
建
国
保
に
本
人
加
入
し
て

い
る
方
全
員
が
対
象
の
取
り
組

み
で
、
現
在
の
正
確
な
就
業
実

態
を
申
告
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
紛
失
さ
れ
た
方
は
、
支

部
事
務
所
ま
で
連
絡
を
。
申
告

書
を
お
渡
し
し
ま
す
。

未
提
出
の
方

１
３
１
５
人

９
月
５
日
現
在
、
４
４
２
６

人
中
、
３
１
１
１
人
の
提
出
が

あ
り
、
約
３
割
の
１
３
１
５
人

の
方
が
未
提
出
で
す
。
ま
だ
提

出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
申
告

書
の
記
入
と
添
付
書
類
（
建
設

業
従
事
者
の
証
明
）
を
そ
え
て

ご
提
出
を
。

不
足
の
方
に
は

直
接
連
絡
あ
り
ま
す

ま
た
、
提
出
し
た
が
、
記
入

漏
れ
や
、
添
付
書
類
の
不
備
等

で
再
度
提
出
を
お
願
い
す
る
方

に
は
、
直
接
ご
連
絡
を
し
て
い

ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
再
提
出

に
ご
協
力
下
さ
い
。

申
告
書
の
書
き
方
や
、
何
を

添
付
す
れ
ば
良
い
の
か
な
ど
の

不
明
な
点
は
、
支
部
事
務
所
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

厚生年金
報酬に応じた保険料を労使折
半負担

加入期間・支払保険料に応じ
て

老齢厚生年金
①左記と同じ

②生年月日によって、６０歳か
ら６５歳まで特別支給の老齢厚
生年金がある

障害厚生年金
①左記と同じ

②左記と同じ

③障害等級３級以上に該当し
ていること

遺族厚生年金
○死亡の時に被保険者である
こと
○支給される遺族
配偶者
子

※生計を一つにしており、一
緒に生活していれば支給対
象。但し、８５０万の所得制限
あり。

国民年金
定額（２０１０年度１５，１００円）

満額７９２，１００円（２０１０年度）
※満額…２０～６０才までかけ続
けた場合

老齢基礎年金
①保険料納付済み期間が通算
２５年以上あること
②６５歳に到達していること

障害基礎年金
①初診日に被保険者であるこ
と
②過去１年間の保険料未納が
ないこと
③障害等級２級以上に該当し
ていること

遺族基礎年金
○死亡の時に被保険者である
こと
○支給される遺族
１８歳未満の子
１８歳未満の子のいる配偶者
※子どもが成人だと出ない。

項目

保険料

給付額

給付の
種類と
要件

厚生年金説明会を開催

厚厚生生年年金金のの制制度度ににつついいてて学学ぶぶ
講師に和泉社労士 ４３人が参加

国
民
年
金
と
厚
生
年
金
の
制
度
を
比
較

保
険
料
と
支
給
条
件
の
違
い
を
学
ぶ

国
民
年
金
と
厚
生
年
金
の
違
い

就就業業実実態態申申告告書書はは必必ずず提提出出をを
約約��割割のの方方がが未未提提出出

不不明明なな点点はは支支部部事事務務所所へへ

裁
判
の
期
日
と
同
一
日
に
青
砥
駅
頭
で
宣
伝
行
動

被
害
者
の
救
済
と
根
絶
を
求
め
区
民
に
訴
え
る

就業実態申告書は提出を

講師の和泉社労士
厚生年金について説明会を開催

署名をお願いする清水事務局長（北水元）

（２）第６５１号建 設 者２０１０年１０月１６日
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現場を変えよう！

ＰＡＬレク・賃金対策行動

楽しんで、そして行動

９
人
が
参
加

Ｂ
Ｂ
Ｑ
楽
し
む

【
Ｐ
Ａ
Ｌ
�
飾
】９
月
１２
日（
日
）

は
、
本
部
Ｐ
Ａ
Ｌ
の
会
の
大
レ
ク

レ
ー
シ
ョ
ン
大
会
。
去
年
多
摩
テ

ッ
ク
が
閉
園
す
る
の
と
同
時
に
終

わ
る
予
定
で
し
た
が
、
複
数
支
部

よ
り
、
継
続
の
要
望
が
多
く
出
た

た
め
、
場
所
を
「
豊
島
園
」
に
移

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

Ｐ
Ａ
Ｌ
�
飾
か
ら
は
、
子
ど
も

４
人
を
含
む
９
人
で
参
加
。
１０
時

か
ら
集
会
。「
苦
し
い
現
状
を
打

破
す
る
に
は
、
大
手
建
設
従
事
者

で
あ
る
、
み
な
さ
ん
が
団
結
す
る

と
き
」
と
会
長
の
あ
い
さ
つ
。
会

員
の
拡
大
も
あ
り
、
気
持
ち
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
お
楽
し
み
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ

大
会
。
お
い
し
い
肉
と
ビ
ー
ル
で

楽
し
く
交
流
を
図
り
ま
し
た
。
抽

選
会
や
漫
談
、
歌
な
ど
も
あ
り
、

楽
し
い
１
日
に
な
り
ま
し
た
。
全

体
の
参
加
は
５
９
１
人
で
し
た
。

【
賃
金
対
策
部
】
９
月
は
賃
金

対
策
部
の
秋
の
行
動
月
間
で
現
場

訪
問
と
宣
伝
行
動
の
月
で
す
。
１４

日
（
火
）
に
区
内
現
場
事
務
所
訪

問
、
１６
日
（
木
）
は
、
�
飾
区
議

会
傍
聴
と
区
役
所
前
宣
伝
行
動
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

確
認
書
を
取
得

理
解
を
え
る

現
場
訪
問
で
は
、
賃
対
部
長
を

先
頭
に
区
内
５
か
所
を
訪
問
。
現

場
所
長
と
懇
談
す
る
中
、
立
石
の

ナ
カ
ノ
フ
ド
ー
建
設
の
現
場
事
務

所
で
は
、
確
認
書
を
取
得
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。「
不
況
を
反

映
、
単
価
も
厳
し
い
中
、
み
な
さ

ん
に
は
頑
張
っ
て
も
ら
っ
て
い

る
。
年
収
６
０
０
万
は
妥
当
だ
」

な
ど
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

初
め
て
の
行
動

運
動
の
強
化
を
認
識

ま
た
、
議
会
傍
聴
と
区
役
所
宣

伝
は
、
毎
週
水
曜
の
駅
頭
宣
伝
行

動
に
加
え
、
初
め
て
取
組
み
ま
し

た
。
当
日
は
朝
か
ら
雨
が
ぱ
ら
つ

く
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、

初
め
て
の
傍
聴
に
、
組
合
運
動
の

強
化
を
認
識
し
ま
し
た
。

区
役
所
前
宣
伝
行
動
は
朝
か
ら

の
雨
が
や
む
と
い
う
幸
運
？
に
恵

ま
れ
宣
伝
が
で
き
ま
し
た
。
人
通

り
は
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
宣
伝

テ
ィ
シ
ュ
の
受
け
取
り
は
上
々
。

「
お
疲
れ
様
」と
声
も
い
た
だ
き
、

い
つ
も
と
は
違
う
宣
伝
行
動
、
元

気
に
な
る
行
動
に
な
り
ま
し
た
。

木
造
建
物
で
家
財
５
０
０
万

円
補
償
の
年
間
掛
金
が
、
３
０

０
０
円
！
さ
ら
に
、
こ
の
期
間

中
（
〜
１１
月
）
に
新
規
加
入
、

口
座
振
替
の
手
続
き
を

し
た
方
へ
、
ク
オ
カ
ー

ド
（
５
０
０
円
）
プ
レ

ゼ
ン
ト
。

魅
力
あ
る
火
災
共
済
に

加
入
し
ま
せ
ん
か
？

魅
力
①

バ
ツ
グ
ン
に

安
い
掛
金
し
か
も
大
型

保
障組

合
が
直
接
運
営
す

る
こ
と
で
安
い
掛
金
を

実
現
。

魅
力
②

罹
災
者
の
立
場
に
立

っ
た
給
付
内
容

○
６６
％
以
上
の
罹
災
で
全
焼
給

付

○
古
い
も
の
で
も
同
等
の
も
の

が
購
入
で
き
る
標
準
的
な
価
格

で
保
障
（
修
理
不
能
の
と
き
）

○
火
災
、
自
然
災
害
は
も
ち
ろ

ん
、
お
風
呂
の
空
だ
き

の
見
舞
金
な
ど
幅
広
い

保
障
内
容

魅
力
③

建
設
従
事
者

に
ピ
ッ
タ
リ
の
制
度
�

作
業
場
の
加
入
も
Ｏ
Ｋ

○
事
務
所
・
作
業
場
も

建
物
の
み
加
入
Ｏ
Ｋ

（
個
人
所
有
、
個
人
使

用
の
も
の
）

○
建
築
・
増
築
中
の
建

物
も
加
入
Ｏ
Ｋ
（
着
工

か
ら
完
成
・
引
渡
し
ま

で
の
間
）
○
組
合
員
が
所
有
す

る
別
荘
、貸
家
も
保
障（
別
荘
、

別
棟
は
、加
入
の
条
件
、上
限
が

異
な
り
ま
す
の
で
ご
相
談
を
）

関
東
自
動
車
共
済
協
同
組
合

を
元
請
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い

ま
す
。
組
合
員
と
同
居
す
る
家

族
が
所
有
す
る

車
、
お
よ
び
事
業

用
・
法
人
名
義
の

車
両
も
加
入
で
き

ま
す
。
団
体
割
引

に
よ
っ
て
掛
金
が

割
安
で
補
償
も
充

実
。

魅
力
①

仲
間
の

助
け
合
い

加
入
者
の
立
場

に
立
っ
た
制
度
運

営
に
努
め
て
い
ま

す
。

魅
力
②

安
い
掛
金
で
補
償
は

充
実営

利
を
目
的
と
し
て
い
ま
せ

ん
。
掛
金
が
割
安
で
補
償
も
充

実
。

魅
力
③

２４
時
間
事
故
受
付
！

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
で
夜
間
・
休
日

の
受
付
体
制
も
万

全
全
国
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
安
心
。

魅
力
④

無
事
故

割
引
が
継
続

他
の
自
動
車
保

険
（
共
済
）
の
無

事
故
割
引
等
級
が

引
き
つ
げ
る
。

魅
力
⑤

組
合
員

の
立
場
で
示
談
交

渉

顧
問
弁
護
士
や
専
門
職
員
が

組
合
員
の
立
場
に
立
っ
て
示
談

交
渉
な
ど
の
事
故
処
理
に
。

８
月
か
ら
始
ま
り
、
１１
月
ま
で

火
災
共
済
加
入
促
進
と
自
動
車
共

済
見
積
り
の
月
間
中
で
す
。
�
飾

支
部
の
厚
生
文
化
部
員
・
共
済
推

進
委
員
の
皆
さ
ん
が
加
入
・
見
積

り
の
声
掛
け
を
し
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
一
度
見
積

り
だ
け
で
も
、
現
在
の
加
入
保

険
と
の
値
段
比
較
を
し
て
み
て

下
さ
い
。
火
災
保
険
に
も
入
っ

て
い
な
い
方
は
、
ご
自
身
の
身

を
守
る
た
め
に
も
、
加
入
を
お

薦
め
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
支

部
事
務
所
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

火火災災共共済済加加入入でで
��安安心心��とと��経経費費削削減減��をを！！

自動車共済（８～１１月）

見積り数

支部目標件数 ５７件 支部目標 ５７件
支部目標口数 ２８５０口

２

１

１

１

１

１

２

１

１０件

報奨対象
見積り目標

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

１２０件

火災共済（８～１１月）

加入口数

１５０口

５０口

５０口

５０口

１５０口

３１６口

３００口

１０６６口

報奨対象
目標口数

５００口

５００口

５００口

５００口

５００口

５００口

５００口

５００口

５００口

５００口

５００口

５００口

５００口

５００口

５００口

５００口

５００口

５００口

５００口

５００口

５００口

５００口

５００口

５００口

１２０００口

加入件数

１

１

１

１

３

１

１

９件

報奨対象
目標件数

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

１２０件

新小岩

西新小岩

東新小岩

奥 戸

本 田

立 石

青 戸

お花茶屋

堀 切

二 葉

西亀有①

西亀有②

亀 有

細 田

高 砂

柴 又

新 宿

金 町

東金町

東水元

北水元

幸 田

飯 塚

その他

合 計

秋
の
賃
金
行
動
月
間

現
場
訪
問
に
区
役
所
行
動

掛掛金金がが割割安安でで補補償償もも充充実実
魅魅力力たたっっぷぷりり自自動動車車共共済済

たた
だだ
今今

火火
災災
・・
自自
動動
車車
共共
済済
促促
進進
月月
間間
中中

見見
積積
りり
でで
値値
段段
比比
較較
もも
ＯＯ
ＫＫ

黒木本部ＰＡＬ会長の挨拶（上）
土屋ＰＡＬ�飾副会長と佐藤ＰＡＬ�飾幹事長（下）

現場訪問に向けた打ち合わせ
区役所前でティッシュを配る賃対部のみなさん

第６５１号建 設 者２０１０年１０月１６日（３）
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夏
が
終
わ
っ
て
も
地
域
の
工
作

教
室
は
続
い
て
い
ま
す
。
９
月
に

は
、
飯
塚
分
会
を
は
じ
め
、
東
新

小
岩
分
会
が
地
域
の
要
請
を
受
け

て
、
工
作
教
室
を
開
催
。

二
葉
分
会
・
東
水
元
分
会
・
北

水
元
分
会
は
、
包
丁
研
ぎ
で
地
域

の
行
事
に
参
加
を
し
ま
し
た
。
参

加
さ
れ
た
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。

飯飯
塚塚
分分
会会

猛猛
暑暑
もも
来来
場場
者者
増増

【
飯
塚
分
会
・
渡
辺
勝
】
毎
年

恒
例
の
ま
な
び
交
流
館
で
の
わ
く

わ
く
ま
つ
り
。
今
年
も
飯
塚
分
会

の
２５
人
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、
工

作
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
工
作

は
、
プ
ラ
ン
タ
ー
５４
個
・
銅
板
５４

個
が
そ
れ
ぞ
れ
完
売
し
ま
し
た
。

９
月
に
入
っ
て
も
猛
暑
で
あ
っ

た
当
日
は
、
朝
一
番
で
、
荷
物
を

積
ん
だ
支
部
の
宣
伝
カ
ー
が
、
故

障
で
動
か
な
く
な
る
と
い
う
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
。
荷
物
が
運
べ
な
い

事
態
に
、
朝
か
ら
み
ん
な
汗
だ
く

に
な
っ
て
、
対
応
。
そ
の
か
い
あ

っ
て
、
開
始
の
時
間
に
は
間
に
合

わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

開
始
直
後
の
来
場
者
は
少
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
昼
ご
ろ
か
ら
、

ど
っ
と
来
て
、
３
時
の
終
了
時
間

ま
で
指
導
に
追
わ
れ
る
ほ
ど
盛
況

ぶ
り
。

最
終
的
に
は
、
昨
年
よ
り
来
場

者
が
多
か
っ
た
で
す
。
昨
年
の
リ

ピ
ー
タ
ー
や
、
新
た
に
楽
し
み
に

来
場
し
た
人
な
ど
の
親
子
連
れ

で
、
来
場
者
に
は
充
実
し
た
一
日

と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
気
温
も

３５
℃
と
猛
暑
の
一
日
、
と
に
か
く

汗
だ
く
の
一
日
で
し
た
。

今今
後後
のの
工工
作作
教教
室室

◆
１０
月
１６
・
１７
日
（
土
・
日
）

南
綾
瀬
地
区
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

（
西
亀
有
①
）

◆
１１
月
６
日
（
土
）

東
堀
切
児
童
館
（
二
葉
）

◆
１１
月
１４
日
（
日
）

東
立
石
地
区
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

（
本
田
）

◆
１１
月
２０
日

南
奥
戸
児
童
館
（
奥
戸
）

◆
１２
月
４
日
（
土
）

南
奥
フ
ェ
ス
タ
（
奥
戸
）

【
主
婦
の
会
・
教
宣
・
大
山
艶

子
】
９
月
２６
日（
日
）心
配
さ
れ

た
台
風
も
去
り
、晴
天
の
中「
主

婦
の
会
活
動
者
会
議
」
を
８３
名

の
参
加
で
無
事
終
了
し
ま
し

た
。齋

藤
組
織
部
長
の
あ
い
さ

つ
、
本
部
か
ら
の
激
励
の
あ
と

各
分
会
か
ら
は
３０
名
も
の
成
果

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
昭
和
の
家
事
」
の
上

映
、
ほ
ん
の
一
部
で
し
た
が
、

「
た
ら
い
で
の
洗
濯
」「
お
盆
の

迎
え
方
」
な
ど
懐
か
し
く
観
ま

し
た
。
昔
の
専
業
主
婦

は
エ
ラ
か
っ
た
。
黙
々

と
炊
事
・
洗
濯
・
掃
除
・

縫
い
物
を
こ
な
し
、
家

事
能
力
の
高
さ
に
驚
か

さ
れ
ま
す
。
便
利
に
な

っ
た
も
の
と
引
き
換
え

に
大
切
な
も
の
を
失
っ

た
気
も
し
ま
し
た
。

「
主
婦
の
会
」
も
そ

う
い
う
意
味
で
は
同

じ
、
思
い
切
り
と
う
ち

ゃ
ん
た
ち
を
支
え
て
い

ま
す
。

１０
月
３
日
（
日
）
東
新
小
岩
分
会
は
、
毎
年
恒

例
の
分
会
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
し

た
。今

年
は
、
近
場
の
『
東
京
天
然
温
泉
・
古
代
の

湯
』
で
昼
か
ら
開
催
。
参
加
者
は
、
西
新
小
岩
分

会
か
ら
６
人
、
主
婦
の
会
か
ら
大
山
会
長
の
参
加

も
あ
り
、
４４
人
が
集
ま
り
、
一
日
を
楽
し
み
ま
し

た
。地

元
と
あ
っ
て
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
現
地
に

直
接
集
合
で
し
た
。
午
前
中
か
ら
来
場
し
、
昼
か

ら
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
始
ま
る
前
に
ひ
と
っ

風
呂
浴
び
、
ビ
ー
ル
を
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し

た
。添

田
分
会
長
の
開
会
の
あ
い
さ
つ
、
横
田
書
記

長
の
拡
大
の
訴
え
の
あ
と
、
麻
尾
さ
ん
の
乾
杯
の

音
頭
で
懇
親
会
が
ス
タ
ー
ト
し
、
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

当
然
レ
ク
後
も
お
風
呂
に
入
る
な
ど
、
時
間
に

縛
ら
れ
な
い
地
元
な
ら
で
は
の
分
会
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
仲
間
の
作
品
コ
ン
ク
ー

ル
出
展
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
写

真
（
風
景
の
部
）
で
昨
年
は
、
深

谷
隆
行
さ
ん
（
書
記
）
が
一
席
（
準

特
選
）
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
特

賞
を
め
ざ
し
て
今
年
も
応
募
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
募
集
は
、
左
記

の
と
お
り
で
す
。

○
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・

写
真
の
部

ま
た
、
共
済
会
で
は
、

囲
碁
大
会
・
将
棋
大
会
の

参
加
者
も
募
集
中
で
す
。

腕
に
自
信
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
申
込
を
。

○
第
２
回
東
京
土
建
囲
碁

大
会日

時
…
２
月
１３
日（
日
）

○
第
３２
回
東
京
土
建
将
棋

大
会日

時
…
１
月
２３
日（
日
）

詳
し
い
内
容
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
支
部
事
務
所
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

主婦の会活動者会議に８３名が参加

おとうちゃんを支えます
３０名の成果報告

ま
だ
ま
だ
続
く
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年
末
ま
で
に
５
か
所
で
開
催
予
定

仲
間
の
作
品
・
囲
碁
・
将
棋

み
ん
な
で
応
募
し
よ
う

東東
新新
小小
岩岩
分分
会会
レレ
クク
をを
開開
催催

東東
京京
天天
然然
温温
泉泉
・・
古古
代代
のの
湯湯

地
元
な
ら
で
は

ゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆ
っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
レレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレ
クククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククク

８３人が集まり「ガンバロ～！！」

東
新
小
岩
分
会
が
参
加
し
た
地
区

セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

１席を受賞の「エコポイント」（深谷隆行さん）

一日楽しんだ地元で開催の東新小岩分会レク

水元わくわくまつりで工作教室（飯塚分会）

（４）第６５１号建 設 者２０１０年１０月１６日


